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ヨ
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自
覚
あ
る

票
を

　
六
月
二
十
二
［
［
　
へ
日
［
）
　
は
参
議
順
院
　
議
口
唱
宮
崎
県
脱
越
申
国
　
議
□
貝
理
送

挙
と
参
議
院
議
員
全
国
選
出
議
員
選
挙
及
、
¢
衆
議
院
議
員
総
選

挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
四
つ
の
選
挙
の
投
票
日

で
す
．

　
政
冶
の
ヒ
・
べ
公
は
私
た
ち
選
挙
尺
一

人
一
人
で
す
．
良
い
政
冶
．
も
悪
い
政
耐

も
私
た
ち
自
身
の
手
で
つ
く
・
．
つ
れ
る
も

の
で
す
．
．
と
く
に
今
回
の
選
挙
は
、
国

政
史
上
初
め
r
」
．
の
同
日
選
挙
と
な
り
、

ま
た
軒
繁
期
の
八
．
一
年
代
を
占
う
大
事

な
選
挙
で
す
．
私
．
叶
夏
．
の
意
志
を
匡
政
に

反
映
｝
・
払
・
「
る
た
め
帝
権
す
る
こ
と
な
く

み
ん
な
4
、
自
覚
あ
る
一
票
を
投
票
し
ま

し
よ
う
．不

在
者
投
票
を

　
投
票
日
に
、
生
事
や
や
む
を
得
な
い

用
務
4
、
投
票
所
ム
、
行
う
一
な
い
人
や
、
病

気
、
出
産
な
ど
の
た
め
歩
げ
な
い
尺
は

投
票
日
の
前
で
も
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
㌧
、
－
ま
す
．
、
．
ま
た
身
体
障
山
者

手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
も
’
・
て
い

る
人
で
、
あ
る
一
定
以
ヒ
．
の
庫
害
の
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
．
、
便
で
不
在
者
投

票
が
で
墨
、
－
ま
す
．
．
く
わ
し
く
は
町
の
選

挙
管
理
委
．
．
貝
葉
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

・「

噤
A
い
．投

票
の
順
序
は

今
回
の
選
挙
は
参
膣
院
　
」
（
の
ヘ
ヒ
国
〔

送
出
　
只
選
挙
と
宮
崎
ザ
選
出
　
員
選

挙
茂
州
、
）
衆
口
院
議
員
選
挙
と
最
高
裁
判

所
裁
判
自
国
民
審
査
．
の
四
つ
の
投
票
が

同
時
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　
投
票
は
最
初
に
衆
譲
院
　
貝
選
争
と

裁
判
B
国
民
審
査
の
投
票
を
、
投
票
用

紙
を
同
時
に
夕
付
し
て
行
な
い
ま
す
．

つ
y
．
・
に
参
　
院
沖
員
習
崎
県
選
出
苓
員

選
挙
の
投
票
を
行
な
い
口
匿
後
に
参
浄
．
．
員

全
口
選
出
解
員
選
挙
の
順
に
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
”
で
投
票
用
紙
の
記

入
を
閤
違
わ
な
い
・
き
つ
に
し
て
く
だ
ル
、
、

投
票
の
で
き
る
時
間
は

た投り投か
フ票一卜票ら投
石「’ギ蒋F年酉
ゆがそで後5〕
であ’Fは六で
宣り後投時を
iま五票まる
かす時ので暖
めのま時で問
ノ　く・く．臣1＿一．｝
＼　㌔　bl臼1，　，》
ンジ　 へ　　　 ナ　　　　 へ

．． @こ’どが
ン　エJ　P　　　、ノ．・
ご　ロ　し　　
い搬て「‘’一．・前

　さい1，ケP七
　れる款・ノ時

入
場
券
を
も
っ
て

　
選
挙
の
当
、
日
に
拶
票
の
で
し
、
－
る
選
挙

尺
に
投
票
所
フ
　
．
を
配
肉
、
し
ま
す
”

で
お
別
れ
な
く
痔
参
し
’
、
投
票
し
て
く

だ
ン
、
㌔
一

　
も
し
入
蛎
券
を
な
一
・
〕
．
、
れ
’
、
…
」
投
票

で
》
．
－
ま
す
か
ら
、
投
票
所
で
そ
の
旨
、
を

儀
　
只
に
お
由
甲
出
く
ゼ
ン
、
㌔
い
．
．

　
　
澤
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙
人

　
　
名
簿
に
未
登
録
の
人
は
投
票

　
　
で
き
ま
せ
ん

　
遮
挙
の
と
≒
－
投
票
で
≧
る
の
は
選
挙

人
名
簿
に
」
濠
ふ
、
、
れ
1
、
い
る
左
で
す
．

　
こ
の
名
簿
に
な
，
這
せ
・
、
れ
る
の
は
九
弓

の
定
時
登
録
時
の
経
，
頭
と
、
選
挙
が
行

な
わ
れ
る
時
に
基
卑
日
を
定
め
て
務
憎
三

す
る
選
挙
時
の
孜
到
が
あ
’
2
柔
す
．
ヌ
、

簿
に
個
録
↓
．
、
れ
る
た
め
に
は
、
『
太
－
園
．

民
で
年
令
が
満
ニ
レ
才
以
ヒ
の
尺
で
衣

町
の
住
民
甚
本
ム
犠
に
，
し
き
れ
！
、
か

ら
己
続
・
…
三
か
『
以
ヒ
佳
叶
－
を
育
し
一
、

い
る
こ
と
が
条
件
で
す
．

　
ム
，
回
行
な
わ
れ
る
四
つ
．
の
選
挙
、
〃
選

挙
時
　
録
．
の
基
町
日
は
五
弓
二
十
八
日

で
し
た
の
で
次
の
条
件
を
満
し
一
、
い
る

人
へ
が
順
．
へ
，
．
ぜ
・
、
れ
ま
し
た
．
．

◎
昭
和
一
．
一
十
五
一
六
，
弓
二
十
三
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
欠
　
　
〔
投
票
、
」
．
臼
埼
．
一

　
十
ど
と
な
る
尺
）

◎
開
和
三
L
ー
ド
ユ
年
一
．
コ
，
、
．
．
－
r
・
へ
円
ま
で

　
に
住
民
些
．
宏
ム
『
，
．
帳
に
腺
　
「
さ
ギ
た
へ

就。

[
飯
鵜
疋
日
∬
・
講
碁

た
尺
が
八
．
囲
、
〃
逮
挙
で
投
．
，
で
・
’
．
る
二

’
こ
こ
へ
あ
－
∵
∫
こ
」

　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
r

、／、

、
㍉
」

卿1会ヨ誘

有
リ
ン
洗
剤
は
．

水
質
を
悪
化
さ
せ
る

　
合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
て
い
る
リ
ン

が
、
川
や
海
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
最
近
で
は
、
　
”
無
リ

ン
”
あ
る
い
は
”
低
リ
ン
”
と
表
示

し
た
合
成
洗
剤
を
店
頭
で
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
合
成
洗
剤
は

石
油
を
原
料
に
つ
く
ら
れ
ま
す
が
、

洗
剤
と
し
て
の
効
カ
ー
－
洗
浄
力

を
増
す
た
め
に
リ
ン
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
リ
ン
は
、
窒
素
と
な
ら
ん
で
動
植

物
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
の

一
つ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
合
成
洗
剤

の
排
水
を
は
じ
め
工
場
排
水
や
農
業

排
水
に
含
ま
れ
る
リ
ン
や
窒
素
が
、

湖
水
や
湾
内
な
ど
水
の
出
入
り
の
少

な
い
「
閉
鎖
性
水
域
」
に
大
量
に
流

れ
こ
む
と
、
水
質
は
肥
よ
く
化
し
、

い
わ
ば
栄
養
過
多
の
状
態
　
　
富
栄

養
化
現
象
と
い
い
ま
す
　
　
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
藻
類
な
ど
の
水
生
生

物
が
異
常
繁
殖
し
、
水
質
が
悪
化
す

る
た
め
、
魚
介
類
の
生
息
に
悪
影
響

き
れ
い
な
水
は
心
を
な
ご
ま
せ
ま
す

を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
水
質
悪
化
を
防
ぐ
た

め
に
、
国
（
環
境
庁
）
で
は
先
ご
ろ

「
富
栄
養
化
対
策
」
の
一
つ
と
し
て
、

リ
ン
を
含
む
合
成
洗
剤
の
使
用
を
自

粛
し
、
ム
，
後
、
無
リ
ン
ま
た
は
低
リ

ン
の
洗
剤
や
石
け
ん
の
使
用
を
広
め

る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
無
リ
ン
洗
剤
は
、
リ
ン
に
代
わ
る

新
し
い
成
分
を
配
合
し
て
作
ら
れ
た

も
の
で
、
リ
ン
を
ま
っ
た
く
含
ま
な

い
合
成
洗
剤
で
す
。

　
ま
た
．
低
リ
ン
”
と
は
、
リ
ン
の

含
有
量
が
　
定
以
下
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
水
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
最

も
大
切
な
資
源
で
す
。
水
を
保
護
し
、

わ
た
し
た
ち
自
身
の
生
活
環
境
を
守

る
た
め
に
、
無
リ
ン
・
低
リ
ン
洗
剤

や
石
け
ん
へ
の
切
り
替
え
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
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σ
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鍵
　
電
子
レ
ン
ジ
の
型
式
指
定
が
郵

政
省
と
は
、
ち
．
5
つ
と
不
思
議
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

取
り
合
わ
せ
で
す
ね
。

　
電
f
レ
ン
ジ
を
使
用
す
る
際
に

「
高
周
波
」
を
利
用
す
る
た
め
、
設

置
方
法
や
使
い
方
を
誤
る
と
他

の
通
信
設
備
や
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

設
置
者
（
利
用
者
）
が
個
別
に
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
は
、
設
置
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
　
一
定
の
規
格
の

∩
圏
刷
ン
ジ
の
型
式
指
定
了
ク

　
テ
レ
ビ

　
ラ
ジ
オ

オ
に
障
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
電
波
監
理
の
面
で
郵
政

省
が
所
管
し
て
い
る
の
で
す
。

　
高
周
波
を
使
う
電
．
r
レ
ン
ジ
は
、

電
波
法
の
規
定
に
よ
り
、
本
来
、

な
ど
を
電
波
障
害
か
ら
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
あ
っ
て
、
一
定
の
技
術
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
郵
政
大
臣
が
製
造
者
（
ま
た
は
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
入
業
者
｝
に
型
式
を
指
定
し
、
機

　
　
　
　
　
　
　
　
種
ご
と
に
許
可
を
与
え
る
方
法
を

具
潟
絵
都
娯
擁

許
可
申
請
手
続
き
を
し
な
く
て
も

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味

・
の
マ
ー
ク
の
表
示
藁
と
な
へ

　
っ
て
い
る
電
子
レ
ン
ジ
は
、
高
周

鞘
誓
．
ワ
。
ト
以
下
の
｛

　
マ
ー
ク
の
「
第
㏄
」
の
「
0
」
は
オ

ー
ブ
ン
（
電
子
レ
ン
ジ
）
の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

　
電
子
レ
ン
ジ
は
、
高
電
圧
、
高

周
波
を
使
い
ま
す
の
で
使
用
す
る

際
は
、
使
用
説
明
書
を
よ
く
読
み
、

正
し
く
お
使
い
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
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⑦
国
と
郷
土
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
国
勢
調
査
の
は
な
し

　
国
勢
調
査
の
「
国
勢
」
を
、
「
国

の
勢
い
」
あ
る
い
は
「
国
の
勢
力
」

と
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
て
い
る
人

か
、
意
外
に
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
．
、

し
か
し
、
そ
れ
は
誤
り
で
す
。

　
国
勢
調
査
と
い
う
、
d
葉
は
、
も

と
も
と
英
語
の
セ
ン
サ
ス
（
o
㊦
コ
ー

。。

ｺ
竺
の
訳
語
で
す
か
、
こ
れ
も
す

ん
な
り
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
に
落
ち
つ
く
ま
で
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
過
を
た
ど
り
ま
し
た
．

　
年
代
順
に
見
て
み
ま
し
．
．
う

　
人
口
取
調
之
法
　
　
明
，
浴
6
年

　
人
口
大
検
査
　
　
明
，
浴
7
年

　
現
在
人
別
調
　
　
　
明
治
1
5
年

　
民
口
調
査
　
　
　
　
明
ム
旧
2
2
年

　
国
勢
大
調
査

　
〔
ま
た
は
国
勢
調
査
〕
明
冶
2
6
年

　
民
勢
大
調
査
　
　
　
明
，
旧
2
9
年

蝦苺
　　・．〕

脇巴艦

　
国
勢
調
査
　
　
　
　
明
治
2
9
年

　
こ
の
よ
う
に
、
初
め
て
「
国
勢

調
査
」
と
い
う
、
．
口
切
が
登
場
し
た

ミ　　　　　　ド　の

　国勢の勢は

　　の　情勢め勢
L＿＿＿一．

　調衆初　に会の
ぞ査議は・見誌は
の執院明方らに明
讐建春違1ど鷲即自

一言義か暑一レ笑もさ駈
　　　　ノ是等三三菩2郷1

幾捏譜実瓢
合圭翠参嘉塑孕，

調
査
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
用
い
ら

れ
ま
し
た
か
、
明
治
＝
一
十
五
年
、

国
勢
調
査
に
関
す
る
法
律
が
成
立

し
て
、
明
治
六
年
以
来
三
↑
年
間

に
わ
た
る
”
曲
折
り
に
終
止
付
を

打
っ
た
の
で
す
。

　
さ
て
、
国
勢
の
意
味
で
す
か
、

さ
き
に
あ
げ
た
国
勢
調
査
執
行
建

議
案
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
ま
す
，

　
　
「
国
勢
調
査
は
全
国
人
民
の

　
現
状
即
（
す
な
わ
）
ち
、
男
女
、

　
年
齢
、
職
業
、
身
上
の
有
様

　
　
中
略
：
　
に
つ
き
精
細
に
現

　
実
の
状
況
を
調
査
す
る
も
の
に

　
」
げ
、
．
た
ひ
こ
の
調
査
を
行
う

　
と
き
は
全
国
の
情
勢
こ
れ
を
掌

　
ヒ
（
し
．
，
う
し
．
，
う
〕
に
見
る

　
を
得
べ
し
」

　
こ
の
建
議
案
か
ら
、
国
勢
と
は
、

国
の
勢
い
で
も
国
の
勢
力
で
も
な

く
、
止
し
く
は
国
の
情
勢
で
あ
る

こ
と
か
わ
か
り
ま
す
．
．

　
ま
た
、
な
か
に
は
国
勢
調
査
を

　
こ
ノ
＼
ぜ
い
調
杏
臨
」
ン
一
よ
ぶ
人
」
や

い
る
よ
う
で
す
．
．
し
か
し
、
こ
れ

も
、
情
勢
の
ぜ
睡
で
す
か
ら
「
こ

く
せ
い
調
査
」
か
正
し
・
＼
多
勢

一
た
ぜ
い
、
お
お
ぜ
い
）
の
ぜ
臣

て
は
な
い
と
い
う
こ
と
て
す
ね
、
．

”
79
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ド
’
ら
◎
．
覧
・
◎
．
．
1
ら
．
・
専
塾
・
し
◎
・
◎
・
ら
噛
．
・
ら
．
1
・
1
噛
－
毎
1
・
1
辱
・
し
1
塾
亀
・
◎
覧
亀
辱
・
」
・
亀
◎
’
ら
●
ら
亀
－
噂
ら
魎
・
’
．
魎
－
覧
－
馳
ら
じ
1
辱
馬
璽
・
賜
・
・
◎
．
・
・
…
噛
・
b

呪悟噌
　
牧
水
先
生
の
生
涯
　
．
1
3
）

噛
∵
婚
二
首
径
の
七
巨
一
二
危

壁
篤
一
・
2
這
報
に
接
し
た
が
、
帰
る
旅

浄
震
が
な
く
て
第
五
歌
集
一
死
か
芸
術

　

昏
か
一
の
原
稿
を
ま
と
め
て
、
そ
れ
で

ご
側
が
し
か
の
金
を
得
て
帰
り
ま
し
た

即
父
の
病
気
は
中
風
で
・
案
じ
た
ほ

　　ど
の
二
と
も
な
く
、
一
ま
ず
落
ち
つ

竃
、
い
ま
し
た
．
生
は
元
来
親
思

や
簗
、
あ
り
が
こ
ゴ
、
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
は
ほ
と
ん

漁
戸
〕
音
信
不
通
の
不
幸
を
続
け
て
い
ま

や
し
た
の
で
、
父
の
死
目
に
逢
え
る
か

で
こ
う
か
ひ
ど
く
心
配
し
つ
つ
帰
っ
て

ヨ

飛
来
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
安
・
掌
ご

欝
醤
冠
縫
鰹

　
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
　
帰
省
し
て

　
蓬
髪
送
陛
参
廷

母
一
父
は
幸
に
円
増
し
に
い
い
墜
然

ヂ
し
ど
う
も
し
出
ほ
ど
永
卵
、
）
き
ふ
鴫
・
う
ご

㌻
て
れ
こ
れ
で
と
て
も
も
う
郷
里
を
出

鋭
即
吟
短
較
競

》行瘁
E
’
」
、
三
二
、
三
身

　製

D
に
舛
無
志
津

デ
》
必
㌻
り
・
つ
　
　
（
中
略
）

　
　
僕
は
君
、
こ
の
前
東
京
に
出
た
’
．

き
り
一
回
の
葉
書
も
出
さ
ず
に
い
た

『
だ
か
ら
・
父
母
を
始
め
親
族
・
郷

難
繋
沈
壽
警
　

飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曝

ぐ
父
の
病
気
は
そ
っ
ち
の
け
で
、
親
叫

婆
議
が
開
享
・
鯉
、
姦

y
ご
サ
、
夜
を
日
に
つ
い
叫
、
の
罵
廻
玄

は
、
い
き
↓
、
・
か
へ
き
え
｝
、
・
し
て
い
る
沸

然
し
あ
の
善
人
の
父
や
母
を
眼
の
あ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
り
に
見
る
と
ネ
、
き
す
が
に
強
い
チ

心
も
越
し
か
ね
る
の
だ
・
実
に
せ
2

な
い
」
と
記
し
て
い
ま
す
　
　
縁
・

親
族
・
華
・
小
養
役
場
に
　

勤
。
，
、
家
計
、
。
た
て
．
9
．
よ
う
に
強
ノ
、
毎

要
請
さ
れ
、
先
生
も
職
を
求
力
て
延
チ

岡
、
宮
崎
辺
ま
で
歩
シ
、
層
廻
り
ま
し
た
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

が
適
当
な
就
職
［
は
見
つ
か
り
ま
牙
二

ん
で
し
た
　
　
　
　
母

　
先
生
は
多
く
は
二
階
の
北
向
の
う
》

す
暗
い
肇
の
机
に
向
・
で
タ
叢

ん
だ
り
、
ほ
ん
や
り
物
を
考
え
て
暮
Ψ

し
ま
し
た
が
、
時
に
は
現
在
歌
碑
に
浜

な
’
ノ
て
い
る
裏
山
の
巨
石
の
ヒ
に
の
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

ぼ
r
・
て
真
匿
面
に
見
え
る
尾
鈴
由
の
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

連
峰
を
じ
っ
と
眺
め
て
い
る
こ
と
も
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
ば
、
そ
の
石
の
上
に
寝
こ
ろ
ん
》

で
瞑
想
に
ふ
け
り
ま
し
た
・
こ
う
し
飛

忌
の
悩
み
売
嫉
．
・
・
↓

＞
5
尾
鈴
の
山
の
か
な
し
ル
・
し
玉
愁
っ
　

か
す
み
の
た
な
一
、
v
》
．
て
を
り
　
で
あ
や

与
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
洗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
日
、
儀
市
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　

康
撃
　

　　

@　

@　

@　

@　
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@｛

じ　　やる　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴ　　　　　　で　　　コ

蝿…；認㍉∴，。．＿、

繋全奪壌選討1
遇　塾消誘　　・・℃～：ン・二’・

ジや　ぢツち　　リ　　へ　ドメ　や

∫耽バイク編・

1、バイクを安全に乗ろう

諺多，．．騒
鐸ii功・ρ篇、

交
差
点
で
は

　
　
　
一
時
停
止
を

　
バ
イ
ク
も
自
転
車
同
様
、
交
差
点

で
は
】
時
停
止
を
し
て
安
全
を
確
認

し
ま
し
，
，
う
。
五
十
三
年
中
の
バ
イ

ク
の
死
亡
事
故
の
う
ち
、
約
四
割
が

交
差
点
で
起
き
て
い
ま
す
。

町報とうこう

法
定
速
度
「
時
速

30

堰
v
を
厳
守

し
よ
う

（5｝

自転車、

G

　
〃
功

　
道
路
の
左
側
、
つ
ま
り
路
肩
に
は

意
外
な
．
邪
魔
物
々
が
あ
り
ま
す
。

砂
利
や
水
た
ま
り
、
く
ぼ
み
な
ど
が

そ
れ
で
、
速
度
を
出
し
す
ぎ
て
い
る

と
ス
リ
ノ
ブ
の
原
因
に
な
る
な
ど
、

ハ
ン
ド
ル
操
作
を
誤
る
も
と
に
な
り

ま
す
。
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
と
き
は
、

法
定
速
度
の
3
0
キ
ロ
を
守
り
、
安
全

走
行
に
心
が
け
ま
し
、
・
う
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

正
し
く
か
ぶ
ろ
う

　
バ
イ
ク
に
よ
る
死
亡
事
故
の
七
二

％
は
、
頭
部
損
傷
が
原
因
で
す
。
頭
部

を
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
ヘ
ル
メ

ノ
ト
は
J
I
S
マ
ー
ク
や
S
（
安
全
）

マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
を
か
ぶ
り
、
あ

ご
ひ
も
を
き
ち
ん
と
結
び
ま
し
．
ひ
う
。

詞診、
レイ　罰θ

　　、
　　　　　　♪

　　　　　　ダ

自
賠
責
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
バ
イ
ク
は
自
動
中
同
様
に
、
自
動

申
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
か
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
万
一
の
場

合
に
備
え
て
必
ず
加
入
し
ま
し
、
ひ
う
．
．

　
無
保
険
で
走
る
と
、
6
か
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、

さ
ら
に
運
転
免
許
の
違
反
点
数
は
六

点
と
な
り
、
免
許
停
止
処
分
に
な
り

ま
す
。

運
転
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
身
に
つ
け
よ
う

　
バ
イ
ク
を
安
全
に
運
転
す
る
た
め

に
は
、
正
し
い
乗
車
姿
勢
と
バ
ラ
ン

ス
の
と
り
方
、
正
し
い
止
ま
り
方
、

カ
ー
ブ
で
の
安
全
な
走
り
方
な
ど
基

本
的
な
運
転
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
警
砲
耶
や
交
通
安
全
協
会
が
行
う

「
バ
イ
ク
教
室
」
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
．
o
う
。

鍵
、
ミ
菱
総
脚

　
警
察
官
募
集
に
つ
い
て

　
今
年
も
警
察
官
の
募
集
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
大
学
卒
の
採
用
が
多
く
な
r
・

て
お
り
ま
す
．

一
A
［
　
大
学
摯
9
0
名

7
篇
一
次
試
験
8
月
3
日

［
．
受
付
期
問
6
月
2
日
～
6
目
2
1
日

「、

a
｝
　
高
校
崔
　
2
5
名

［
・
第
一
次
試
験
　
1
0
目
2
6
日

［
・
受
付
期
間
9
月
1
日
～
9
弓
2
0
日

　
と
な
一
．
て
お
り
ま
す
の
で
早
［
に
応

募
し
て
下
・
、
・
い
．
一
な
お
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
警
察
署
か
駐
在
所
に
お
問
い
合

せ
下
ル
鴫
、
い
，

ス
リ
ッ
プ
・
転
落

　
　
事
故
を
防
ご
う

　
毎
年
、
梅
雨
期
に
は
こ
の
種
の
重
大

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
．
．
次
の

二
と
に
特
に
注
意
し
て
下
き
い
．
．

1
、
融
れ
た
舗
装
道
路
で
は
、
速
唆
の

　
出
し
す
y
．
・
を
し
な
い
よ
う
、
又
、
唯

　
間
距
離
を
十
分
と
る
二
と
、

2
、
山
手
の
道
路
な
ど
は
、
雨
．
∂
た
め

　
路
肩
が
軟
く
な
r
・
て
い
る
た
め
、
欠

　
壊
転
薄
と
い
う
事
故
も
多
く
な
〕
ま

　
す
、

3
、
雨
の
日
は
視
界
が
せ
ま
く
な
り
、

　
又
、
ス
リ
ツ
フ
が
長
く
な
る
な
ど
、

　
天
気
の
良
い
日
に
は
考
え
る
れ
な
い

　
正
攻
と
な
り
ま
す

　
雨
の
多
い
季
節
で
す
の
で
、
安
全
運

転
を
し
て
下
｝
・
・
い
，

暴
走
事
故
は

　
な
ぜ
起
る
の
か

　
脳
弓
レ
九
日
、
目
南
で
発
生
し
た
、

「
兀
暴
F
屯
族
ケ
し
：
フ
に
し
な
9
、
　
．
．
．
夕
目
死

亡
、
　
一
名
遺
．
傷
の
事
叔
は
私
た
ち
を
卵
、
〉

つ
ノ
＼
－
↓
ン
・
」
丹
」
柔
，
し
ハ
」
．
　
暴
ト
ゼ
す
ヴ
Q
覧
B
・
少

年
と
個
別
に
接
す
る
時
、
ゆ
、
一
般
の
苦

が
臼
》
一
難
，
し
～
・
」
亦
欠
’
・
ハ
」
》
ご
；
つ
斗
ひ
見
，
〃
几
↓
系

井、

u
ん
．
少
し
つ
「
．
ぼ
r
、
た
惑
じ
は
あ
り

ま
す
が
、
み
∴
な
良
い
h
育
年
な
の
で
す

し
か
し
、
一
度
自
動
”
．
．
と
い
う
密
室
に

入
る
と
自
分
、
二
げ
∂
冊
．
界
で
自
”
が
全

’
」
を
支
配
し
’
、
い
る
と
い
う
錯
覚
に
わ

ち
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
人
の
迷
惑
な
ど

全
々
無
視
す
る
行
為
に
あ
え
「
、
出
て
、

ま
た
、
人
が
見
物
で
も
し
’
、
い
る
と
め

ち
ゃ
く
ろ
や
な
行
動
に
移
r
・
て
行
く
∂

で
す
．
警
察
権
力
に
対
す
る
撮
霞
な
ど

と
勝
手
な
（
」
口
葉
を
な
・
つ
べ
て
い
ま
す
が

そ
れ
は
、
世
間
に
対
す
る
甘
え
や
、
ズ

臼
分
中
心
で
、
自
分
の
中
の
何
か
分
ら

ね
も
や
も
や
・
甲
二
度
に
発
散
き
せ
よ
う

と
す
る
行
為
が
、
自
動
車
と
い
う
磯
械

を
使
r
・
て
そ
の
行
動
に
出
た
ゼ
叫
4
の
も

の
で
す
．
こ
の
よ
う
な
膏
少
任
，
が
な
メ
．
｝

で
｝
、
－
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
に
は
、
い

ろ
ん
な
状
態
、
条
件
が
重
り
ム
［
’
・
一
、
出

来
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
二
ん
な
青

少
一
年
目
育
て
た
親
に
責
任
が
有
る
よ
う

に
思
え
て
な
ら
な
い
　
教
育
が
、
社
ム
コ

が
、
友
連
が
悪
い
の
で
は
な
い
　
家
庭

で
の
親
子
の
対
話
が
な
い
の
が
原
因
ゼ

と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
．
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6町報とうこう
器
レ
顔
悲
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ξ
窮
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

高
性
能
農
業
機
械
士

研
修
会
の
お
知
ら
せ

　
近
年
の
農
業
機
械
化
の
進
展
は
、
大

型
機
械
．
の
導
入
に
変
り
つ
つ
あ
り
、
農

業
経
営
で
生
産
性
の
向
上
と
適
正
な
農

業
機
械
．
の
導
入
皮
一
、
〕
導
入
き
れ
た
農
業

機
械
壷
に
農
作
業
の
安
全
を
図
る
た
め

に
研
修
会
が
実
施
き
れ
ま
す
．
．

　
こ
の
研
修
は
農
業
者
及
卵
、
）
農
業
青
少

任
、
を
対
象
に
農
業
機
械
技
能
二
級
研
修

で
、
受
講
後
に
学
科
と
実
技
の
資
格
試

験
が
実
施
さ
れ
、
合
格
す
れ
ば
二
級
機

械
士
に
認
定
き
れ
ま
す
．
．
．

　
農
業
機
械
士
の
資
格
を
取
得
し
て
い

な
け
れ
ば
」
．
高
性
能
農
業
機
械
導
入
基

本
方
針
の
運
用
「
「
に
基
づ
≧
、
各
種
の

補
助
事
業
及
州
、
）
制
度
資
金
に
よ
り
導
入

ナ
る
場
含
に
導
入
が
出
来
ま
せ
ん
，

　
受
講
の
条
伴
と
し
て
農
業
用
ト
ラ
ク

々
，
、
（
乗
用
型
）
の
実
務
経
験
が
三
年

以
上
あ
り
、
大
型
特
殊
免
許
の
取
得
老

又
は
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
（
乗
用
型
）

の
実
務
五
年
以
上
あ
り
、
小
型
特
殊
自

動
市
丁
甲
・
運
行
で
き
る
免
許
の
取
得
者
で

あ
る
こ
と
で
す
。

・
会
　
　
場
　
日
向
曲
賢
脇
会
館

、
・
日
　
　
時
　
七
均
中
旬
（
未
定
）

・
∵
申
し
込
先
　
七
目
五
日
ま
で
に
東
郷

　
　
　
　
　
町
役
場
農
林
課
ま
で

　
（
申
込
書
は
農
林
課
に
準
備
し
て
あ

　
り
ま
す
）

国民年金の特別納付

《
》
九

今月で締め切りです

一一 ﾜちのうごき一一峠

口6，626人　（．二30）

　3，233人　に．25）1

　3，393人　（△5）．

数1，753戸（11）

55年5月1日現在

（　）は対前月比

人

　
　
　
数

男
女
帯

　
　
　
世

　あなたの年金権は大．太夫ですか

　国民年金の特例納付は、加入し

なければならないのに加入してい

ない人や保険料を納め忘れていた

ために年金が受けられなくなって

いるいる人のために、特別に過去

の未納保険料が納められ、将来年

金が舞踏られるという制慶です，

　もう一度、納め忘れた保険料が

ないか確かめて下きい＝

　くわしくは、最寄りの社会保険

事務所または市町村役場におたず

ねください

冬
ミ
｝
評論

国昆辱　ド
特例競，　　r

締筋吻鰻
ξ

6司』99’．

凶
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

＿一．一一～

◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
＋
五
年
四
月
十
五
日
よ
り
五
目

十
「
八
口
］
の
闘
圓
げ
ト
香
曲
ハ
返
辱
し
御
由
台
什
口
〃
一
賜

り
謹
ん
で
亡
（
な
ら
れ
た
方
セ
の
御
冥

福
と
御
家
族
の
御
繁
栄
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
と
と
釜
、
に
町
社
会
福
祉
向
上
に

お
役
詫
た
せ
て
い
た
ご
≧
ま
す
、
．

・
＝
｝
に
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼

申
卜
．
げ
ま
丁
．
．

　
響
懇
醗
．
麟

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

3月分

交
の
名
．
住
所

寺
原
〔
伸
佳
套
羽
坂

橋
　
　
　
真
奈
美
啓

．
福
瀬
の
谷
口
幸
広
さ
ん
、
’
、
ル
ら

　
（
ウ
ズ
ノ
：
イ
、
、
ん
七
一
才
ご
死
去
）

「
＼
仲
深
の
矢
野
ソ
ノ
’
エ
き
ん
か
ら

　
（
春
吉
き
ん
七
一
才
ご
死
去
）

◎
心
配
ご
と
相
談
案
内

町
社
協
で
は
町
民
誰
れ
で
・
も
、
ど
ん
な

問
題
で
も
気
軽
に
椙
談
で
き
ろ
心
配
こ

と
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
．
．
、

河岡渦黒今酒場朝開

里謡尾本腰1旧離

六
目
十
七
日
（
火
躍
日
）

午
前
九
時
～
午
後
三
．
時

町
老
人
福
祈
館

　
　
　
　
8
2

　
　
　
　
　
　
…
羽
　
坂
．

元
香
．
ラ
．
マ
餌
観
野
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
・
ー
ノ
　
　
6
2
　
…
追
野
四

和
三
郎
　
　
9
3
　
一
鶴
野
肛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

伊
勢
松
　
　
8
6
　
一
福
　
瀬

ト
ケ
　
8
3
一
越
表

崎
　
広
　
徳
…
時
　
勇
坪
　
谷
　
　
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
　
　
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
　
迫

植
野
文

・
山
　
田

繁
　
．
寺
　
迫

誠
　
豊
　
羽
坂

川
　
越
　
真
　
子

直
野
祐
　
樹

池
　
田
　
久
慈
、
子

鈴
木
　
美
　
香

金
　
丸
　
リ
　
エ

海
野
　
真
理
子

■

γ

川
　
野
　
み
ど
り

界
　
　
福

雄
　
．
．
福
海

．
平
　
美
迫
野
内
．

傳
　
一
小
野
田

保
　
男
福

和
夫
寺
迫

多
．
賀
男
羽
坂

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

一
氏
名
属
陣
齢
［
住
所
一

㎜
三
溜
“
で
ン
銘
仲
深
…

那田小藤

須中　田本

ツ要敏
ク

ニ吉　子透

日福小小
向　　野野
一遊虹一田坦．

酒寺　、．。胴

井原　口［

は　　郁徳

ま

lf勝　代夫

永永

田野

千

代

．」咬

再録　佐中　手甲
　　　　　　　　：氏

田日　藤谷　不仁

時　　清　　ヨ重

　　　　　　シ　　　　　　　　名
子勝　子敏　子光

坪坪　仲仲　坪愛　小小　迫仲　日八住

雛　螺舗寓深懸所
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